一般化学（13M）前期試験メモ

　このメモは00M～12Mまでの前期過去問を概観して作成した参考資料です。

～こんてんつ～
①（大味な）ジャンル分け
　　　　　　　　　　　　②各ジャンルについての（拙い）コメント
③（役に立つの？）最終チェック


①ジャンル分け（赤字は近年５年分を表す）
Ａ．酸と塩基・・・毎年３～４問出題
　１．比伝導度とモル伝導度絡みの問題（高校範囲外）（他と重複の場合、此処に区分）
　　　01M2,02M1,04M1,05M1,06M2,07M1,08M3,09M3,10M1,11M4,12M4
　
２．緩衝液
　　　00M4,02M2,03M3,04M3,05M3,06M3&4,07M4,08M1&2,09M1,11M3,12M1
　
３．電解（Hittorf法や輸率）
　　　04M2,05M2,07M2,09M2,10M2,12M2
　
４．溶解度・溶解度積
　　　02M3,03M2,12M3

　５．中和滴定
　　　08M4,09M4,10M3

　６．弱酸・弱塩基単体
　　　上記以外（近年５年分の出題は　10M1&2,11M1&2）

Ｂ．電池・・・毎年１問出題（00M除く）
　　01M4,02M4,03M4,04M4,05M4,06M5,07M5,08M5,09M5,10M5,11M5,12M5

Ｃ．熱力学・・・毎年１～２問出題
　１．気体の分子運動論
　　　00M5,02M5,03M5,06M6,07M6,08M6,09M6

　２．可逆過程＆定圧・定容過程に於ける変化
　　　00M6,04M6,10M6,11M6

　３．モル比熱
　　　01M6,02M6,03M6,05M5,12M6

　４．反応によるエネルギー変化
　　　01M5,05M6

　５．Maxwell-Boltzmann速度分布則
　　　04M5

②各ジャンルについてのコメント
　一般化学の授業のシラバスによると成績評価の方法は、以下のように記されている。
　
「主として期末試験の成績。授業中の発言も評価に加える。」
　
したがって化学で単位を取るには、①試験を受けなければならず、さらに②その点が６０点以上（１４０点満点だと楽勝🎵）である、ことが条件になる。そして②の条件を満たすことに失敗すれば、追試組行き（→夏休みがその分潰れる→他人とコミュニケーション取れない→彼氏＆彼女出来ない？）に嵌る。そこで此の章では、試験で時間内に６０点以上取る、乃ち時間内に３問分以上合わせることを念頭に於いたコメントをジャンル毎に記しておく。

Ａ．酸と塩基　得点のしやすさ：★★★☆☆～★★★★★
　　近年は４問出題のこのジャンルで２～３問は取りたい。一見難しそうに見えるが、弱酸弱塩基と緩衝液はいいカモ。定石を会得すれば猶の事。比伝導度＆モル伝導度の問題は高校化学の範囲外なので、化学が得意な面子も要対策。そこまで難しくないけど。緩衝液と比伝導度の問題は今年も出題されて可笑しくない。電解もそこまで難しくないが、輸率（04M2,05M2,07M2）を問われると手強いので注意。溶解度・溶解度積も基本ばかりしか出ていない。中和滴定も所詮は弱酸弱塩基の変形に過ぎない。但しどのジャンルも単位には十分に気をつけること。其れでも何も恐れることは無い。唯々定石を踏みしめていくのみ。

Ｂ．電池　得点のしやすさ：★★★★☆
　　毎年１問出ていて今年も確実に出る。オーソドックスな出題であるならば、「ネルンストの式→起電力」のコンボになるが、年によっては溶解度積（05M,11M）を求めさせたり、電池記号（06M,08M,09M,10M）を書かせたり、反応の不可逆（06M,10M）を論じさせたりもしている。然しいずれにしても難易度は其れほど高いとはいえず、１問ずつ確実に取るならこの問題は落とせないだろう。

Ｃ．熱力学　得点のしやすさ：★★☆☆☆～★★★★☆
　　今ジャンルは毎年１問出題（05Mまでは２問出題）されている。今年も１問出題。気体の分子運動論はカモ。可逆過程＆定圧・定容過程に於ける変化もそこまで難しいとは言えない。モル比熱は式の導出が中々難しい。といっても13M本試験には出ないが（追試には出るかも☆）。反応によるエネルギー変化も易しい易しい。Maxwell-Boltzmann速度分布則の問題が出るとは思えないが、やり方くらいは知っておくこと。今年はモル比熱関連の式の導出がない分、このジャンルの１問は取りたい。

③最終チェック
　皆の大好きな化学の試験日が迫っている中、忘れ物していないかの確認コーナー。

Ａ．酸と塩基
　・解離・加水分解の化学式は書いているか？
　・電離度などを正しく文字でおけているか？
　・反応の量的変化を正しく追跡できているか？
・単位は間違えていないか？
・弱電解質関係の近似が理解できて使い熟せているか？
　・解離定数・加水分解定数・水のイオン積が使い熟せているか？
・比伝導度とモル伝導度の関係を記憶しているか？
　・極限モル電導度とモル伝導度の違いが分かるか？
・溶解度とモル伝導度の関係が分かるか？
・単位粒子に気をつけているか？
・イオン独立移動の法則が使えるか？
・緩衝液の性質を理解しているか？
　・リン酸絡みの問題の定石を理解して実際に再現できるか？


[bookmark: _GoBack]Ｂ．電池
　・電池式の書き方が理解できて実際に書けるか？
　・左極で酸化反応、右極で還元反応が起こることが分かっているか？
　・電池の各極及び全体の反応式が書けるか？
・ネルンストの式が書けるか？（簡易版は勿論、元の式も）

Ｃ．熱力学
　・気体の分子運動論から内部エネルギーの導出が出来るか？
　・エントロピーの式が書けるか？（13M本試は12Mのような出題はない）
　・熱力学第１法則の表現３つを使い熟せているか？
　・ファラデー定数の選択が適切に出来るか？
　・Maxwell-Boltzmann速度分布則から最大確率速度が出せるか？
